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寸　法

使用上の注意事項 ご  注  意
◆用途
　・管は、一般土木用途の排水管として自然流下での使用条件で設
計されており、常時水頭が加わる場合での使用や、水以外の流
体を搬送する場合には、弊社までお問い合わせください。

　・管は、原則として地中埋設用です。露出配管での使用の場合に
は、弊社までお問い合わせください。

◆運搬・保管上の注意
　・製品を取扱う際は、軍手等の保護具を着用して下さい。
　・管は傷つきやすいので、放り投げたり、引きずったりしないで
下さい。

　・車での運搬に際しては、荷台などの角に管が直接当たらないよ
うに保護し、運搬中に管が動かないようにしっかり固定してく
ださい。

　・保管は平面な場所に横積とし、荷崩れや管上から転落しないよ
うに注意してください。また、5ｍ品ということと重量を理解の
上、取り扱っていただくように御願いします。

　・保管されている管の付近は、火気の使用は行わないでください。
火災の危険が有るばかりでなく、管の変形や劣化の原因になり
ます。

　・パッキンに傷がつかない様に保管して下さい。

◆施工上の注意
　・管接続の際は、専用の滑剤を使用して下さい。

本カタログに記載する情報は、誤りの訂正、不十分な内容の補
足・改善、設定変更、製品の生産中止等、弊社が必要とする事由
により、予告無く改定されます。従って、本カタログで製品選定
の際には必要に応じて、最新版であるか弊社までご確認ください。
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（㎜）寸法表C60形製品規格
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の文字追加
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リエチレン管協会

※現在開発中
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ヘグラー管とは……。Ͳ͕͜ҧ ʁ͏

؅ͷߏ଄

߹దʹ֨ن৽ͷ࠷

HGゴムガスケットʢઐ༻ઃܭʣ
தۭϦϒߏ଄

ゴムྠ઀߹

受口ʢ̎૚ߏ଄ʴϦϒܗঢ়ʣHGライン

ձʢ)*11"ʣڠ଱ѹϙϦΤνϨン管ߴ�˞
　　耐圧ポリエチレンリブ管（ハウエル管）を通じて、社会整備

基盤に役立つライフラインづくりを目指し、国土交通省、農
林水産省、水資源開発公団、日本道路公団をはじめ、全国各
自治体に数々の納入実績を持つ。

　　規格、基準の実績では日本工業規格 JIS K 6780 の制定、
日本下水道協会JSWAS K-15の制定、カルバート工や土地
改良事業計画設計基準への記載などが評価されている。

■管本体部は、中空リブ構造による高い剛性
　߶ੑのߴい中ۭϦϒߏ଄を࠾用することにより଱ѹϙϦ
ΤνϨンϦϒ管の管߶ੑ3��を確保。
■受口部の確かな剛性
　डޱ෦は�重ߏ଄とϦϒ形ঢ়により確かな߶ੑを確保。
■HGゴムガスケット
い水ີੑ、気ີੑを確保するҝにσβΠンされたಛ௃ߴ　
తな形ঢ়を࠾用。
■HGライン
品ߴ　 ・࣭ߴ ੑೳなどの৴པをදす੨৭のϥΠン。

����଱ѹϙϦΤνϨンίϧήʔτ管　)*11"4���ɿߴ　�˞

き、新たに੍定したͮجに֨نձʢ)*11"ʣが଱ѹϙϦΤνϨンϦϒ管ʢ+*4�,�����ʣのڠ଱ѹϙϦΤνϨン管ߴ
最新ن ʪ֨)*11"4��ɿ����ʫ
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ѹॖ߱෬Ԡྗ͕呼ͼ径ͷ50ˋ·ͰѹॖͰ現Εͳ͍

઀߹෦͔Βͷ࿙Ε͕ͳ͍͜ͱ

50ˋُ྾発ੜؒ࣌500͕ؒ࣌Ҏ্

ӷͱ΋࣭量มԽ量͕ݧࢼ֤ 0ʁ.2̶̼ /̲ ̼2Ҏ内

Ҿுഁஅ৳ͼ͕350ˋҎ্

άϨーυ3ҎԼ

0.7ˋʙ1.2ˋ

Ҿ༻ੑ֨نೳ

ʪ)*11"4�0�ੑೳ規格表ʫ

5ˋภฏՙ重（؅߶ ɿੑ360）

　　呼ͼ径�　　　23ˆʹ͓͚Δՙ重（L//̼）

　　П300

　　П400

　　П500

　　П600

6.1

8.1

10.1

12.1

+I4�,6780

ʏ

ʏ

ʏ

ʏ

ʏ

ʏ

+I4�,6812

+I4�,6813

ɹߴ଱ѹϙϦΤνϨϯ管ڠձʢ)*11"ʣ˞ �͸ɺίϧήʔτ管ʹٻΊΒΕΔ管߶ੑɺਫີੑɺੑີؾɺݪྉڧ
౓౳の֤ཁૉʹ͓͍ͯ଱ѹϙϦΤνϨϯϦϒ管ʢ+*4,����ʣのͮ͘جʹ֨ن৽ͨͳ4"11*(֨ن��ɿ
����ʢ1ࢀ�রʣ˞ �Λ੍ఆͨ͠ɻ
ɹ͜の࠷৽の֨نʹର͠ɺϔάϥʔ管͸ɺ管߶ ʢੑ1ࢀ�রʣɺਫີ ʢੑ1ࢀ�রʣɺີؾ ʢੑ1�ɺ 1�ɺ1ࢀ�রʣɺ
ͼɺͦٴরʣࢀ�౓ʢ1�ɺ1ڧྉݪ のଞのશͯのੑೳΛຬ଍͢Δ管ࡐͰ͋Δ͜ͱΛ࣮ূͨ͠ɻ
ɹ͜ΕʹΑͬͯ ɺϔάϥʔ管͸ڠձ৽֨نͰ͋Δߴ଱ѹϙϦΤνϨϯίϧήʔτ管ͱͯ͠ೝূ͞Εͨɻ
ɹຢɺ使用͢Δࡐݪྉ͸ɺ଱ѹϙϦΤνϨϯϦϒ管用ʹ։ൃ͞Εͨڧߴ౓ͳີߴ౓ϙϦΤνϨϯͰ͋Γɺ߶
ੑʹ͓͍ͯ͸ɺ管߶ੑ��ʢL/�N�ʣの਺஋Λຬ଍͢Δ͜ͱ΋࣮ূ͞Ε͍ͯΔɻʢ1�ɺ1ࢀ�রʣ
ɹͦのଞɺڠձಠࣗのݧࢼͱͯ͠ಓ࿏ຒઃԼͰの使用Λ૝ఆ͠ɺઙ૚ຒઃʹ͓͚Δ5���の૬౰ՙॏΛ��ສ
ճࡌՙ͢Δ܁ฦ͠ࡌՙݧࢼʢ1ࢀ�রʣ΍ɺ௕ظಛੑΛ֬ೝ͢Δ໨తͰؒ࣌����ʹ΋͓ΑͿ௕ظ֎ѹΫ
Ϧʔϓݧࢼʢ1ࢀ�রʣΛ࣮施͠ɺຒઃ管のมܗಛੑΛ໌Β͔ʹ͢Δ事ʹΑΔ҆શධՁ΋ͳ͞Ε͍ͯΔɻ
ɹซͤͯɺϔάϥʔ管͸ϤʔϩούͰ͸਺े೥લΑΓಓ࿏ԣஅɺಓ࿏ॎஅ管ͳͲのӬߏٱ଄෺ͱͯ͠の使
用࣮੷͕͋Γɺਅۭɺ௿ਫѹߴɺ ਫѹのݧࢼ֨نͰ͋ΔϤʔϩού1֨نS&/����ʢ1ࢀ�রʣ΋ΫϦΞ͢Δ
࣮ྗΛ༗͍ͯ͠Δɺ͜ のΑ͏ʹϔάϥʔ管͸৽ͨͳ管ࡐのҐஔ͚ͮͱ͑ݴΔ΋のͱͳͬͯ ͍Δɻ



̶ 1 ̶ ̶ 2 ̶

ヘグラー管とは……。Ͳ͕͜ҧ ʁ͏

؅ͷߏ଄

߹దʹ֨ن৽ͷ࠷

HGゴムガスケットʢઐ༻ઃܭʣ
தۭϦϒߏ଄

ゴムྠ઀߹

受口ʢ̎૚ߏ଄ʴϦϒܗঢ়ʣHGライン

ձʢ)*11"ʣڠ଱ѹϙϦΤνϨン管ߴ�˞
　　耐圧ポリエチレンリブ管（ハウエル管）を通じて、社会整備

基盤に役立つライフラインづくりを目指し、国土交通省、農
林水産省、水資源開発公団、日本道路公団をはじめ、全国各
自治体に数々の納入実績を持つ。

　　規格、基準の実績では日本工業規格 JIS K 6780 の制定、
日本下水道協会JSWAS K-15の制定、カルバート工や土地
改良事業計画設計基準への記載などが評価されている。

■管本体部は、中空リブ構造による高い剛性
　߶ੑのߴい中ۭϦϒߏ଄を࠾用することにより଱ѹϙϦ
ΤνϨンϦϒ管の管߶ੑ3��を確保。
■受口部の確かな剛性
　डޱ෦は�重ߏ଄とϦϒ形ঢ়により確かな߶ੑを確保。
■HGゴムガスケット
い水ີੑ、気ີੑを確保するҝにσβΠンされたಛ௃ߴ　
తな形ঢ়を࠾用。
■HGライン
品ߴ　 ・࣭ߴ ੑೳなどの৴པをදす੨৭のϥΠン。

����଱ѹϙϦΤνϨンίϧήʔτ管　)*11"4���ɿߴ　�˞

き、新たに੍定したͮجに֨نձʢ)*11"ʣが଱ѹϙϦΤνϨンϦϒ管ʢ+*4�,�����ʣのڠ଱ѹϙϦΤνϨン管ߴ
最新ن ʪ֨)*11"4��ɿ����ʫ

ੑೳ߲໨

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Ҿு߱෬Ԡྗ

ͨΘΈ͞ڧ

ภฏੑ

ੑີؾ

Ԡྗُ྾ੑڥ؀

଱ༀ඼ੑ

଱ީੑ

ΧーϘϯ෼ࢄ

ΧーϘϯೱ౓

27//̼̼2Ҏ্

ѹॖ߱෬Ԡྗ͕呼ͼ径ͷ50ˋ·ͰѹॖͰ現Εͳ͍

઀߹෦͔Βͷ࿙Ε͕ͳ͍͜ͱ

50ˋُ྾発ੜؒ࣌500͕ؒ࣌Ҏ্

ӷͱ΋࣭量มԽ量͕ݧࢼ֤ 0ʁ.2̶̼ /̲ ̼2Ҏ内

Ҿுഁஅ৳ͼ͕350ˋҎ্

άϨーυ3ҎԼ

0.7ˋʙ1.2ˋ

Ҿ༻ੑ֨نೳ

ʪ)*11"4�0�ੑೳ規格表ʫ

5ˋภฏՙ重（؅߶ ɿੑ360）

　　呼ͼ径�　　　23ˆʹ͓͚Δՙ重（L//̼）

　　П300

　　П400

　　П500

　　П600

6.1

8.1

10.1

12.1

+I4�,6780

ʏ

ʏ

ʏ

ʏ

ʏ

ʏ

+I4�,6812

+I4�,6813

ɹߴ଱ѹϙϦΤνϨϯ管ڠձʢ)*11"ʣ˞ �͸ɺίϧήʔτ管ʹٻΊΒΕΔ管߶ੑɺਫີੑɺੑີؾɺݪྉڧ
౓౳の֤ཁૉʹ͓͍ͯ଱ѹϙϦΤνϨϯϦϒ管ʢ+*4,����ʣのͮ͘جʹ֨ن৽ͨͳ4"11*(֨ن��ɿ
����ʢ1ࢀ�রʣ˞ �Λ੍ఆͨ͠ɻ
ɹ͜の࠷৽の֨نʹର͠ɺϔάϥʔ管͸ɺ管߶ ʢੑ1ࢀ�রʣɺਫີ ʢੑ1ࢀ�রʣɺີؾ ʢੑ1�ɺ 1�ɺ1ࢀ�রʣɺ
ͼɺͦٴরʣࢀ�౓ʢ1�ɺ1ڧྉݪ のଞのશͯのੑೳΛຬ଍͢Δ管ࡐͰ͋Δ͜ͱΛ࣮ূͨ͠ɻ
ɹ͜ΕʹΑͬͯ ɺϔάϥʔ管͸ڠձ৽֨نͰ͋Δߴ଱ѹϙϦΤνϨϯίϧήʔτ管ͱͯ͠ೝূ͞Εͨɻ
ɹຢɺ使用͢Δࡐݪྉ͸ɺ଱ѹϙϦΤνϨϯϦϒ管用ʹ։ൃ͞Εͨڧߴ౓ͳີߴ౓ϙϦΤνϨϯͰ͋Γɺ߶
ੑʹ͓͍ͯ͸ɺ管߶ੑ��ʢL/�N�ʣの਺஋Λຬ଍͢Δ͜ͱ΋࣮ূ͞Ε͍ͯΔɻʢ1�ɺ1ࢀ�রʣ
ɹͦのଞɺڠձಠࣗのݧࢼͱͯ͠ಓ࿏ຒઃԼͰの使用Λ૝ఆ͠ɺઙ૚ຒઃʹ͓͚Δ5���の૬౰ՙॏΛ��ສ
ճࡌՙ͢Δ܁ฦ͠ࡌՙݧࢼʢ1ࢀ�রʣ΍ɺ௕ظಛੑΛ֬ೝ͢Δ໨తͰؒ࣌����ʹ΋͓ΑͿ௕ظ֎ѹΫ
Ϧʔϓݧࢼʢ1ࢀ�রʣΛ࣮施͠ɺຒઃ管のมܗಛੑΛ໌Β͔ʹ͢Δ事ʹΑΔ҆શධՁ΋ͳ͞Ε͍ͯΔɻ
ɹซͤͯɺϔάϥʔ管͸ϤʔϩούͰ͸਺े೥લΑΓಓ࿏ԣஅɺಓ࿏ॎஅ管ͳͲのӬߏٱ଄෺ͱͯ͠の使
用࣮੷͕͋Γɺਅۭɺ௿ਫѹߴɺ ਫѹのݧࢼ֨نͰ͋ΔϤʔϩού1֨نS&/����ʢ1ࢀ�রʣ΋ΫϦΞ͢Δ
࣮ྗΛ༗͍ͯ͠Δɺ͜ のΑ͏ʹϔάϥʔ管͸৽ͨͳ管ࡐのҐஔ͚ͮͱ͑ݴΔ΋のͱͳͬͯ ͍Δɻ



̶ � ̶ ̶ � ̶

߹దʹ֨ن৽ͷ࠷

ɽ̍Ҿு߱෬Ԡྗ
　଱ѹϙϦΤνϨンϦϒ管　+*4�,����とಉじ
。஋　　��/�ｍｍ�以上を確認֨ن。原ྉを使用ੑ߶ߴ　

ɽ̎ͨ ΘΈ͞ڧ
　管߶ੑ3��の5ˋภ平時の֨ن荷重஋以上であること
を確認。

ɽ̏ภฏ性
　ѹॖ߱෬応ྗがݺͼܘの5�ˋまでѹॖでݱれないこと
を確認。

ɽ̐ີؾ性
　接続෦内෦を��L1Bにݮѹし、�分管保࣋し࿙れはなく
。い気ີੑを確保されていることを確認ߴ

ɽ̑ڥ؀Ԡྗُ྾性
　5�ˋُ྾ൃ生時ؒが5��時ؒ以上を確認。

ɽ̒଱ༀ඼性
ӷと΋࣭量変化量がݧࢼ֤　 �ʁ��ｍ̶ �̲ ｍ�以内であるこ
とを確認。

ɽ̓଱ީ性
　引ுഁஅ৳ͼが�5�ˋ以上であることを確認。

ɽ̔ΧʔϘン෼ࢄ
　グϨʔυ�以下であることを確認。

ɽ̕ΧʔϘンೱ౓
　���ˋʙ���ˋであることを確認。

　˞耐ީੑを্޲さͤるҝにఴՃしͨϚελーバοチ（カーϘン
　ブラοΫ）が定めΒれͨೱ౓で͋る͜ͱを֬ೝ͢るݧࢼ。

　˞耐ީੑを্޲さͤるҝにఴՃしͨϚελーバοチ（カーϘン 
　ブラοΫ）がۉ౳に෼ࢄしている͜ͱを֬ೝ͢るݧࢼ。
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ಓ࿏Լຒઃ؅ͱͯ͠ͷੑೳධՁ ಓ࿏Լຒઃ؅ͱͯ͠ͷੑೳධՁ

ೳධՁੑ　ີؾߴ

ݧࢼՙࡌΓฦ͠܁■
　ಓ࿏下での使用を૝定し、��ສճの܁りฦし荷重ʢ5��5૬当ʣを行い問୊のない管であることを確認。

■ඇѹྗຒઃ༻の೤Մ઼性ϓラスνッΫ管に͓͚る、ΤラストϚʔγʔϧリンάλイϓδϣイントのີؾ性
のํݧࢼ๏ɹ1S&/����ʢԤभに͓いͯӍਫഉਫ管にٻΊΒΕる֨ن


　⿟気ີ、௿水ѹߴ、 水ѹと΋に࿙れはなくߴ、 い気ີੑٴͼ水ີੑを確認。

■ෛѹݧࢼʢ+48"4�,��������ɹԼਫಓ༻リブ෇ϙリΤνϨン管ʣ
　接続෦を直ઢ、ۂげ、ภ平、ภ平ۂげ、ภ৺ภ平のͦれͧれの条件においてෛѹ�����.1Bを加͑、�分管保࣋し࿙れが
ないことを確認。

■֎ѹ௕ظΫリʔϓݧࢼ
　���̺ /の外ѹを௕ؒظ載荷し、଱ѹϙϦΤνϨンϦϒ管とಉ様な௕ੑظೳを有する管であることを確認。

෦໳ڀݚ農ଜ工ֶ　ߏػݚ開発๏ਓ　農ڀݚ�国立ڀݚಉڞ

ୈػऀࡾ ɿؔߴ ෼ݧࢼࢠɾ評価ηンλー

ୈػऀࡾ ɿؔߴ ෼ݧࢼࢠɾ評価ηンλー

෦໳ڀݚ農ଜ工ֶ　ߏػݚ開発๏ਓ　農ڀݚɿ国立ڀݚಉڞ

受口側
5％偏平

受口側：５％偏平
挿口管側：１０％偏平
受口部曲げ角度（θ°）
　　　　φ400以下、1.5°　　
　　　　φ500以上1.0°
●テスト1（真空試験）
　真空圧　－0.03MPaにおいて漏れ
　がないこと。
●テスト2（低水圧試験）
　水圧　0.005MPaにおいて漏れが
　ないこと。
●テスト3（高水圧試験）
　水圧　0.05MPaにおいて漏れが
　ないこと。


��������๏ɹํݧࢼ高ີ౓ϙリΤνϨン管のਫີ	๏ɹํݧࢼ9$0&/■
　⿟࿙れはなくߴ、 い水ີੑを確認。

ヨーロッパ規格試験（PrEN1277）

θ°
挿入管側
10％偏平

接続部：5％偏平
ソケット部曲げ角度：3°曲げ
水圧：0.05（MPa）

˞઀ଓ෦のภฏɿૠ入管ଆを10ˋภฏ、डޱଆを5ˋภฏし評価。
˞水圧についてɿ௿水圧（0�005.1B）ߴ、 水圧（0�05.1B）の各৚݅に͓いて評価。

ෛѹݧࢼ ݧࢼෛѹ͛ۂ

ภฏෛѹݧࢼ ภฏ͛ۂෛѹݧࢼ

ภ৺ภฏෛѹݧࢼ

ʪ発ੜԠྗʫ

ਤ-1　มҐྔͱ載ՙؒ࣌のؔ܎（Թ౓�0ˆ）

ද-1　Ϋリーϓؒ࣌ͱมҐ （ྔ̼̼）

˞5ˋภฏՙॏの規格ՙॏ6�1L/�Nを載ՙしͨ࣌఺を0ISͱしͨ
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ೳධՁੑ　ີؾߴ
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઀ଓ෦ʹ͓͚Δ؅߶ੑ　ੑೳධՁ

଱਒ੑ　ੑೳධՁ

௕͞ௐ੔
■഑管࣌に͓͚る઀ଓ部の管剛性
　管本体෦とಉ等の管߶ੑを確認。

ݧࢼਫີ性͛ۂ■
　地਒による地൫の࿪Έや、ೈऑ地൫にお͚る不ಉ௜下等を
ड͚たと૝定。ϔグϥʔ管П���のܧ手෦からの࿙水の有
無をূݕ。݁ Ռはڐ容ۂげ角౓� に˃おいて΋࿙水なし。

⿟ௐ੔ํ๏
ᶃ必要௕さにカッτʢ೾形ঢ়の୩෦中৺でカッτʣ

⿟たわΈڧさ
　管߶ੑ3��の5ˋภ平時の֨ن荷重஋以上であることを確認。

⿟ภ平ੑ
　ѹॖ߱෬応ྗがݺͼܘの5�ˋまでѹॖでݱれな
いことを確認。

ʲ֓ݧࢼཁਤʳ

഑؅ۂ۶ ࿙ਫͳ͠

ᶄ定ई管に取付͚てあった)(ΰϜΨεέッτを取り外す。

ᶅ必要௕さにカッτした管に取り外した)(ΰϜΨεέッτ
　を୩෦に取付͚る。 ᶆ必要௕さの୹管

౓֯ۂ༰ڐ■
手෦は、地਒による地൫࿪Έにର応でき、଱਒Ϩܧ　
ϕϧ�をຬ足。また、ೈऑ地൫等での不ಉ௜下΁の
௥従ੑに΋༏れる。

呼　称

HG-300

HG-400ʙ600

౓֯͛ۂखܧ

5˃

4˃

手෦による不ಉ௜下΁の௥ਵྫܧ

受͚口、ૠ͠口のݻఆ͞Εͨ管は、ݱ৔Ͱの௕͞ௐ੔͕ෆՄೳͰ͋ͬͨɻ
͠か͠、ϔάラʔ管はݱ৔഑管ܭըに͓いͯ、೾ܗঢ়ϐッνのൣғͰ௕͞ௐ੔͕、ͦ の৔ͰՄೳɻʢ管剛性、ີؾ
性౳の性ೳはಉ͡ʣ

)(ΰϜΨεέοト
ఆई
5̼

ඞ
ཁ
௕
͞

ඞཁ
௕͞

A

B

B

ඞཁ
௕͞

)(ΰϜΨεέοτ

B

ඞཁ
௕͞

B

ඞཁ௕͞

B

)(ΰϜΨεέοτ
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઀ଓํ法

■༹઀部෼のධՁ
⿟ภ平 ʢੑ+*4�,����ʣ
　ѹॖ߱෬応ྗがݺͼܘの5�ˋまでѹॖでݱれないことを確認。
　また、ϋ΢Τϧ管とϔグϥʔ管を༹接したՕ所は、ഁ அすることなく問୊ないことを確認。

⿟༹接෦確認ςετ
　༹接Օ所に༹接不具
合がないか確認する
ҝ、Մࢹ化ݧࢼを࣮
し問୊ないことをࢪ
確認。

˔ΤϧϘ ˔チーζ

˔:チーζ

Ճܧ޻ख本体には、଱ѹϙリΤνϨンリブ管ʢ'ܗ管剛性��L/�N�ʣΛ༻い、̓ ৺҆શの剛性ɻ

༹઀෦֬ೝςετ

備考：1.本表の職種は普通作業員とします。
 2.小運搬、掘削、埋戻し、足場仮設等の施工は含みません。
 3.平坦な条件下での布設（接続）本数ですので、現場の状況によって歩掛りを割増して下さい。
 4.作業能率は使用機械により左右されますが、本歩掛り表では原則としてトラッククレーンを使用する程度とし、それ以上の特別な施工機械は考慮し
　　　 ないものとします。クレーンの能力は重量及び作業半径によって選定するものとします。
 5.1日実働7時間
 6.布設歩掛りの算定
 　布設歩掛り（人/10ｍ）＝布設作業員（人）／｛布設本数（本/日）×管長さ（ｍ）｝×10（ｍ）

ᶃΫϦʔχング

ᶆඪઢまでૠೖしྃ׬

ᶄ滑剤のృ෍ ᶅロʔϓεϦング、ૠೖػの設ஔ

Ϩόʔϗイスト͕�୆Ͱૠೖ͕Մೳʂ

⿟ϨόʔϗΠετは管௖෦にηッτ。
⿟ロʔϓεϦングは上ਤにҐஔにηッτ。

ʲาֻΓ表ʳ

ʲ઀ଓ༻޻۩ʳ

※品番：TRS5-15、TRS5-20、TRS5-25

HG-300

HG-400

HG-500

HG-600

呼称

༻۩

1.5

1.5

2.0

2.5

長͞
（̼）

଱ՙ重
（̓ ）

਺量
(୆）

量༺࢖
（̶ ）

ᶆΫϦーχϯά
༻΢Τε਺量

(本)
଱ՙ重
（̓ ）

50

90

140

190

0.5

ᶃϩーϓεϦϯά※ ᶄϨόーϗΠετ ᶅࡎ׈

0.5 1 ద量2

呼称

HG-300

HG-400

HG-500

HG-600

3

3.5

4.0

5.0

140

120

105

84

141

121

106

85

5.0

5.0

5.0

5.0

ー

ー

1

1

ー

ー

0.02

0.02

ー

ー

0.12

0.16

0.03

0.03

0.04

0.07

2

2

2

3

઀ଓؒ࣌
(෼/Օॴ）

１೔౰ͨΓͷ
઀ଓՕॴ਺
(Օॴ/೔)

ಛघ
һۀ࡞
(ਓ)

ී௨
һۀ࡞
(ਓ)

τϥッΫΫϨーϯଛྉ
10̼౰ͨΓ
（̝ ）ಛघۀ࡞һ ී௨ۀ࡞һ

෍ઃาֻ10̼౰ͨΓ
（ਓ/10̼）෍ઃ本਺

(本/೔)
؅長͞
(̼)

ᶄˠ
ˡᶅ

ᶃ
ˣ

ᶆ
ˣ
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寸　法

使用上の注意事項 ご  注  意
◆用途
　・管は、一般土木用途の排水管として自然流下での使用条件で設
計されており、常時水頭が加わる場合での使用や、水以外の流
体を搬送する場合には、弊社までお問い合わせください。

　・管は、原則として地中埋設用です。露出配管での使用の場合に
は、弊社までお問い合わせください。

◆運搬・保管上の注意
　・製品を取扱う際は、軍手等の保護具を着用して下さい。
　・管は傷つきやすいので、放り投げたり、引きずったりしないで
下さい。

　・車での運搬に際しては、荷台などの角に管が直接当たらないよ
うに保護し、運搬中に管が動かないようにしっかり固定してく
ださい。

　・保管は平面な場所に横積とし、荷崩れや管上から転落しないよ
うに注意してください。また、5ｍ品ということと重量を理解の
上、取り扱っていただくように御願いします。

　・保管されている管の付近は、火気の使用は行わないでください。
火災の危険が有るばかりでなく、管の変形や劣化の原因になり
ます。

　・パッキンに傷がつかない様に保管して下さい。

◆施工上の注意
　・管接続の際は、専用の滑剤を使用して下さい。

本カタログに記載する情報は、誤りの訂正、不十分な内容の補
足・改善、設定変更、製品の生産中止等、弊社が必要とする事由
により、予告無く改定されます。従って、本カタログで製品選定
の際には必要に応じて、最新版であるか弊社までご確認ください。

●本　　　社

事務局
〒108-6030 東京都港区港南2-15-1（品川インターシティA棟30F） 
TEL.03-5463-1060　FAX.03-5463-1120 

長野県長野市豊野町浅野1864番地
〶389-1195

TEL .
FAX.

026-257-3211
026-257-3153

高耐圧ポリエチレン管協会
https://www.kotaikyo.jp/
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呼　称

HG-300

HG-400

HG-500

HG-600

HG-700

HG-800

HG-900

HG-1000

※

※

※

※

外径
OD

353

464

580

690

807

920

1037

1152

内径
ID

300

395

495

592

694

791

892

992

受口外径
ΦＤ１

382

501

630

746

ー

ー

ー

ー

ピッチ
P

37

52

57

65

74

86

103

103

有効長
L1

5000

5000

5000

5000

5000

5000

5000

5000

全長
L2

5215

5270

5305

5350

5280

5320

5350

5350

参考重量
(㎏/本)

30.0

50.0

84.5

113.0

ー

ー

ー

ー

（㎜）寸法表C60形製品規格

2024.2/5
「C60形製品規格」
の文字追加
シール対応

HGゴムガスケット

φ
D
1

受口
HGライン

L2
L1

P

O
D
ID

ヘグラー管
高耐圧ポリエチレンコルゲート管

協会規格
HIPPAS０３
認定品

高耐
圧ポ
リエチレン管協会

※現在開発中


